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叩いて音を出すよ！

弦が張ってある
楽器だよ！

木でできた
ふえの仲間だよ！

金属でできた
ラッパの仲間たちだよ！
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プログラム
・

曲目解説

プログラム
・

曲目解説
 きょく もく かい せつ

新型コロナウイルス感染拡大の状況により、プログラムまたは演出が変更となる場合がございます。

えいが
ジョン・ウィリアムズ：
映画「スター・ウォーズ」
より“メインタイトル”

 ほし

 しゅだい へんそうきょく

楽器紹介：
「キラキラ星の
主題による変奏曲」

 がっき しょうかい

マスカーニ：歌劇
「カヴァレリア・ルスティ
カーナ」より間奏曲

 かげき

 かんそうきょく

映画「ミッション・イン
ポッシブル」の音楽で
ボディパーカッション

 えいが

 おんがく
ベートーヴェン：
交響曲第5番「運命」
第1楽章

 こうきょうきょく だい ばん うんめい

 だい がくしょう

チャイコフスキー：
バレエ音楽「白鳥の湖」より情景
 おんがく はくちょう みずうみ じょうけい

デュカス：バレエ音楽「ラ・ペリ」
よりファンファーレ

 おんがく

モーツァルト：
ディヴェルティメント
K.138より第1楽章
 だい がく しょう

 しんがた かんせんかくだい じょうきょう えんしゅつ へんこう ばあい

学校の歴史を語り、
そして「ゼルダの伝説」へ

 がっこう れきし かた

 でんせつ 学校校歌
 がっこうこうか

「E.T.」や「ハ リ ー・ポッタ ー」
など世

せかいてき

界的大
だい

ヒット作
さくひん

品の映
えいが

画
音
おんがく

楽を数
かず

多
おお

く作
さっきょく

曲したアメリカ
の作

さっきょくか

曲家、ジョン・ウィリアムズ。
広
こうだい

大な宇
うちゅう

宙を舞
ぶたい

台に、悪
あく

に立
た

ち
向
む

かうヒーローたちを描
えが

いたSF
スペクタクル映

えいが

画「スター・ウォー
ズ」の迫

はくりょく

力あるオーケストラサウ
ンドでコンサートスタートです!

間
かんそうきょく

奏曲とは、劇
げき

や歌
かげき

劇の幕
まく

と幕
まく

の間
あいだ

に
演
えんそう

奏される音
おんがく

楽。この曲
きょく

は、すべてのク
ラシック音

おんがく

楽の中
なか

でも屈
くっし

指の名
めいせんりつ

旋律と
いっても過

かごん

言でないくらい、ただただ美
うつく

しい音
おんがく

楽です。音
おんがく

楽は静
しず

かで清
きよ

らかな
美
うつく

しさに満
み

ちて始
はじ

まります。魅
みりょくてき

力的な
名
めいせんりつ

旋律は曲
きょく

の中
ちゅうばん

盤に登
とうじょう

場し、美
うつく

しい旋
せんりつ

律
が繰

く

り返
かえ

しながら盛
も

り上
あ

がり、最
さいご

後は静
しず

かに消
き

え去
さ

るように曲
きょく

は終
お

わります。

体
からだ

を叩
たた

いたり足
あし

踏
ぶ

みしたりしな
がら打

だがっき

楽器のようにリズムを刻
きざ

むことを「ボディパーカッション」
と言

い

います。自
じぶん

分の体
からだ

が“楽
がっき

器”
になること、誰

だれ

もが気
きがる

軽に楽
たの

しめ
る解

かいほうかん

放感が、ボディパーカッショ
ンの魅

みりょく

力です。「ミッション・イン
ポッシブル」の変

へんそくてき

則的な5拍
びょうし

子で
ボディパーカッションに挑

ちょうせん

戦です！

数
かず

あるクラシック音
おんがく

楽の中
なか

でも、最
もっと

も有
ゆうめい

名な
曲
きょく

と言
い

っても過
かごん

言ではないでしょう。冒
ぼうとう

頭
の「ジャジャジャジャーン」と鳴

な

る動
どうき

機（モ
チーフ）は、ベートーヴェンが弟

でし

子に「運
うんめい

命
はこのように扉

とびら

を叩
たた

くのだ！」と言
い

ったそう
ですが、今

きょう

日演
えんそう

奏する第
だい

１楽
がくしょう

章は、まさにそ
の「運

うんめい

命の動
どうき

機＝ジャジャジャジャーン」だ
けで構

こうせい

成されています。ベートーヴェン38
歳
さい

、創
そうさくよく

作欲の最
もっと

も旺
おうせい

盛な時
じき

期の作
さくひん

品です。

『ゼルダの伝
でんせつ

説』は1986年
ねん

の初
しょだい

代の発
はつばい

売以
いらい

来、今
いま

でも多
おお

くのファ
ンに支

しじ

持されているゲームです。そのゲームの中
なか

で流
なが

れるメロ
ディーは、冒

ぼうけん

険に出
で

る主
しゅじんこう

人公の力
ちからづよ

強さと、歴
れきし

史の深
ふか

さを感
かん

じさせ
ます。今

きょう

日は皆
みな

さんの代
だいひょう

表に「学
がっこう

校の歴
れきし

史」を題
だいざい

材に作
さくぶん

文を朗
ろうどく

読
していただきます。自

じぶん

分たちの学
がっこう

校の歴
れきし

史がやがて伝
でんせつ

説になる！

代
だいひょう

表の朗
ろうどく

読で学
がっこう

校の歴
れきし

史や伝
でんとう

統を知
し

りました。先
せんぱいがた

輩方から学
がっこう

校の
歴
れきし

史や伝
でんとう

統を受
う

け継
つ

ぎ、そして今
こんど

度はそれを後
こうはい

輩たちに繋
つな

いでいか
なければなりません。そんな思

おも

いを馳
は

せながら校
こうか

歌をオーケストラの
演
えんそう

奏で聴
き

いてみましょう。

いろいろな楽
がっき

器が集
あつ

まって
演
えんそう

奏するオーケストラ。「キ
ラキラ星

ほし

」のお馴
なじ

染みのメ
ロディーに乗

の

せてそれぞれ
の楽

がっき

器の名
なまえ

前と音
ねいろ

色を紹
しょうかい

介
します。

モーツァルトが16歳
さい

の時
とき

に弦
げんがくしじゅうそう

楽四重奏
のために作

さっきょく

曲しました。ディヴェルティ
メントとはイタリア語

ご

の「ディヴェル
ティーレdivertire（楽

たの

しい、面
おもしろ

白い、
気
き　ば

晴らし）」を語
ごげん

源に持
も

ち、18世
せい

紀
き

中
なかごろ

頃
に現
あらわ

れた、明
あか

るく軽
けいみょう

妙で楽
たの

しい雰
ふんいき

囲気
の器

きがくきょく

楽 曲のことです。日
にほんご

本 語では
嬉
きゆうきょく

遊曲と訳
やく

され、貴
きぞく

族のパーティーな
どで演

えんそう

奏されました。

『白
はくちょう

鳥の湖
みずうみ

』 は、ロシアの作
さっきょくか

曲家チャイコフスキーによっ
て作
さっきょく

曲されたバレエ音
おんがく

楽。“情
じょうけい

景” は第
だい

2幕
まく

の「月
げっこう

光に照
て

る湖
みずうみ

のほとり」の場
ばめん

面の前
ぜんそうきょく

奏曲で、「白
はくちょう

鳥の湖
みずうみ

」を代
だいひょう

表す
る最
もっと

もよく知
し

られた曲
きょく

です。ハープの伴
ばんそう

奏に乗
の

ってオー
ボエが哀

あいしゅう

愁を帯
お

びた旋
せんりつ

律を奏
かな

でます。

1912年
ねん

パリで初
しょえん

演された舞
ぶとうげき

踏劇「ラ・ペリ」の開
かいまく

幕のために作
さっきょく

曲されたファン
ファーレです。「ペリ」はペルシャの神

しんわ

話に出
で

てくる妖
ようせい

精の名
な

です。ある王
おう

が
不
ふろうふし

老不死の花
はな

を求
もと

めてペルシャに行
い

き、ペリからその花
はな

を取
と

るという物
ものがたり

語に
もとづいたバレエ音

おんがく

楽。この演
えんそうかい

奏会では金
きんかん

管の各
かく

セクションを体
たいいくかん

育館の3方
ほう

に
配
はいち

置します。会
かいじょうぜんたい

場全体から広
ひろ

がる華
はな

やかなサウンドを体
たいかん

感してください。


	I113_中部フィルハーモニー交響楽団_0602_1
	I113_中部フィルハーモニー交響楽団_0602_2

